
　

残
暑
厳
し
い
平
成
２５
年
８
月

１８
日
、
私
た
ち
の
恩
師　

中
野

愼
子
先
生
が
享
年
７８
で
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
８
月
２１
日
、
短

大
時
代
の
教
員
や
同
窓
生
が
参

列
す
る
中
、
敬
愛
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
帝
塚
山
に
て
し
め
や
か
に
告

別
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
昭
和
３２
年
相
愛
女

子
短
期
大
学
家
政
学
科
被
服
専

攻
を
ご
卒
業
後
、
原
田
洋
裁
研

究
所
で
洋
裁
の
腕
を
磨
か
れ
た

の
ち
、
短
大
の
助
手
と
し
て
ご

勤
務
さ
れ
な
が
ら
、
日
本
女
子

大
学
・
京
都
女
子
大
学
大
学
院

で
さ
ら
に
研
鑚
を
つ
ま
れ
、
相

愛
女
子
短
期
大
学
の
講
師
・
助

教
授
・
教
授
と
し
て
多
数
の
後

輩
の
育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
家
庭
婦
人
と
し
て

も
仕
事
と
家
事
の
両
立
を
さ
れ

な
が
ら
立
派
に
一
女
を
育
て
あ

悼

悼
相
愛
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授

中
野
愼
子
先
生
を
偲
ん
で

相
愛
女
子
短
期
大
学
名
誉
教
授

柿
谷
先
生
あ
り
が
と
う

園
児
た
ち
と
一
緒
に
田
植
え
体
験　
　

園
児
た
ち
と
一
緒
に
稲
刈
り
体
験

「ふわふわ玉子の
ご馳走そぼろ重」

「
彩
食
健
味

椿
」

　

平
成
２４
年
７
月
２０
日
相
愛
女

子
短
期
大
学
名
誉
教
授
の
柿
谷
雄

三
先
生
が
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
愛
女
子
短
期
大
学
日
本
語

日
本
文
学
科
・
国
文
学
科
教
授

と
し
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

日
本
語
日
本
文
学
科
・
国
文

学
科
同
窓
会
顧
問
を
長
ら
く
の

間
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
先

生
に
は
、
折
に
触
れ
適
切
な
ご

指
導
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
、
同
窓
生
一
同
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休

み
く
だ
さ
い
。
合
掌　

（
新
谷
美
子
）

編
集
後
記

今
年
の
冬
は
大
阪
で
も
大
雪

が
降
り
、
南
港
学
舎
も
一
面
真

白
で
幻
想
的
な
世
界
と
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
キ
ャ
ン
パ
ス
も

今
は
新
緑
に
お
お
わ
れ
、
学
生

た
ち
の
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
快
く
原
稿
を

引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。編

集
委
員
（
50
音
順
）

げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
１７
年
３
月
に
相
愛
女
子

短
期
大
学
で
の
四
十
余
年
の
教

員
生
活
を
つ
つ
が
な
く
終
え
ら

れ
、
定
年
を
お
迎
え
に
な
り
、

退
職
を
記
念
し
て
、
安
東
伸
元

氏（
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
・

狂
言
方
能
楽
師
）と
共
著
で

『
狂
言
画
写
の
世
界

－

影
印
・

作
品
解
説
・
装
束
の
着
付
・
装

束
の
構
成

－

』（
和
泉
書
院
）と

い
う
大
著
を
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
変
お
忙
し
い
中
、
同
窓
生

と
し
て
被
服
部
会
の
同
窓
会
活

動
に
も
主
要
な
役
割
を
は
た
さ

れ
、
手
芸
部
の
顧
問
と
し
て
も

熱
心
に
学
生
を
ご
指
導
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ニ
メ

「Dr.

ス
ラ
ン
プ

ア
ラ
レ
ち
ゃ

ん
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し

て
体
育
祭
の
仮
装
行
列
に
参
加

さ
れ
る
な
ど
、
お
茶
目
な
一
面

が
お
あ
り
だ
っ
た
こ
と
も
、
つ

い
昨
日
の
事
の
よ
う
に
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
先
生
の
下
で
洋
裁
研

究
室
助
手
と
し
て
、
卒
業
時
か

ら
先
生
が
退
職
さ
れ
る
ま
で
ご

旧姓 卒年 忌日

＜

女
専＞

田中　周子 中島 女専 S11 H25.6.28
森岡　清子 今井 女専 S13 H24.5
桑名　幸子 女専 S17 H25.2.19
塩田　さと 湊 女専 S17 H24.5.20
松本　智恵子 亀田 女専 S17 H24.4.21
末沢　里子 尾上 女専 S19 H24.12.8
川本　雅子 香村 女専 S20 H24.10.11

＜
短
大＞

河本　純子 手島 短国 S26 H19.6.7
浜田　敦子 飯島 短国 S37 H24.11.23
下野　和子 上田 短国 S53 H24.9.14

八尾　多加子
（高子）

船本 短被 S22 H25.12.3

室田　カヨ 濱口 短被 S23 H25.12.13
中野　愼子 吉岡 短被 S32 H25.8.18
山本　郁子 短被 S39 H26.1.18
中川　記与子 短被 S42 H22.
中野　裕子 梶岡 短被 S51 不明

内山　裕子 中右 短食 S38 H20.12.1
横田　みどり 中嶋 短食 S44 H24.8.29
大道寺　幸代 短食 S45 H25.4.10

過去帳納め

物故者（敬称略）

　同窓会にお知らせがあった物故者のお名前

を毎年2月に、大谷本廟の学園関係者過去帳

に記入し納めさせていただいております。（平

成２５年度届け出）

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
何
か
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
も
、
優
し
く
微
笑
み
な

が
ら
、
自
然
と
自
分
で
気
づ
く

よ
う
導
か
れ
、
一
度
も
叱
ら
れ

た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
指

導
と
ご
厚
志
に
心
か
ら
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

先
生
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
念
じ
あ
げ
ま
す
。

合
掌

（
田
宮
雅
美
）

写真上からドリア、
パイ、トースト

赤
利
吉
弘

宇
野
瞳

小
林
貴
美
子

谷
村
竜
太

堀
野
成
代

植
益
有
貴

景
山
洋
子

新
谷
美
子

田
宮
雅
美

山
本
麗
奈

　

子
ど
も
発
達
学
科
で
は
、
専

門
職
（
保
育
職
・
教
職
）育
成
支

援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
先
生

力
を
育
て
る
た
め
の
教
育
体
系

の
構
築
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
取
り
組
み
の

一
つ
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
南
港
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

大
阪
湾
の
埋
め
立
て
地
で
あ
り

な
が
ら
実
に
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
自
然
環

境
を
生
か
し
た
効
果
的
な
学
び

の
環
境
づ
く
り
と
、
学
生
の
自

然
体
験
活
動
を
通
し
た
学
生
の

自
然
へ
の
感
性
を
育
て
る
し
か

け
づ
く
り
に
取
り
組
み
、「
相
愛

ビ
オ
ト
ー
プ
と
つ
ど
い
の
里
山
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

「
相
愛
ビ
オ
ト
ー
プ
」
の
「
し

か
け
」
の
主
な
内
容
は
①
「
山

の
畑
ゾ
ー
ン
」
で
の
栽
培
活
動

と
里
山
環
境
の
維
持
管
理
②

「
田
ん
ぼ
＆
た
め
池
ゾ
ー
ン
」
で

の
稲
作
と
生
き
物
の
環
境
、
水

質
の
維
持
管
理
③
「
遊
び
の
里

山
」
で
の
季
節
の
植
物
群
観
察

と
遊
歩
道
の
維
持
管
理
④
「
か

ま
ど
」
で
の
炊
事
・
調
理
体
験

⑤
「
相
愛
の
森
ゾ
ー
ン
」
で
の

「
自
然
探
検
」
と
チ
ョ
ウ
の
飼

育
・
観
察
な
ど
で
す
。
授
業
だ

け
で
な
く
日
常
的
に
自
然
に
親

し
み
、
体
験
的
に
直
接
ふ
れ
あ

う
「
し
か
け
」
づ
く
り
と
し
て

実
践
を
試
み
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
都
会
育
ち
の
学
生

や
人
工
島
で
育
つ
子
ど
も
た
ち

に
も
お
米
の
栽
培
収
穫
・
加
工

の
過
程
を
体
験
的
に
学
べ
る
よ

う
、
地
域
の
園
児
た
ち
と
一
緒

に
「
田
ん
ぼ
＆
た
め
池
ゾ
ー

ン
」
で
稲
作
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
「
田
植
え
体
験
」
で
は
、
泥

ん
こ
に
怯
え
て
水
田
に
入
れ
な

い
園
児
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た

が
、
最
初
泥
ん
こ
遊
び
を
嫌

が
っ
た
り
気
持
ち
悪
が
っ
た
り

し
て
い
た
学
生
た
ち
も
、
そ
れ

を
励
ま
し
な
が
ら
率
先
し
て
泥

水
に
足
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
の
成
長
が
気
に
な

り
先
生
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
パ
ス

に
見
に
来
る
姿
な
ど
も
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
援
助
方
法
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
の
活
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
学
生
の
意
欲
と
能

動
性
が
高
ま
り
、
園
児
の
目
を

通
し
て
自
然
へ
の
気
づ
き
が
深

ま
り
ま
し
た
。「
稲
刈
り
体
験
」

も
園
児
た
ち
と
一
緒
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
み
な
で
収
穫
の
喜

び
を
味
わ
い
、
園
児
た
ち
の
う

れ
し
そ
う
な
顔
に
喜
び
も
倍
増

で
し
た
。

　

今
後
も
自
然
（
生
き
物
）と
人

（
学
生
・
教
職
員
・
地
域
の
人
）

が
共
生
し
集
う
場
と
し
て
、
交

流
活
動
を
通
し
た
学
習
の
場
づ

く
り
な
ど
教
育
方
法
の
工
夫
を

試
み
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子ども発達
学科

自
然
環
境
を
生
か
し
た

学
び
の
環
境
づ
く
り

相愛生と老舗料亭「徳」 コラボ第2弾!!

お弁当＆「カレー大学」
ただいま好評発売中!!

　発達栄養学科１～３回生は老

舗料亭「徳」と産学連携弁当開

発プロジェクト第２弾として４

種類のお弁当を開発しました。

その中で老舗仕出し弁当を２種

類ご紹介いたします。

　「彩食健味 椿」は、春の味覚

を満喫でき華やかな彩りと食感

を楽しめ、３色ご飯、春野菜と

冷しゃぶサラダ、鶏のオレンジ

ソースがけなどの９升弁当です。

「ふわふわ玉子のご馳走そぼろ

重」は、玉子と鶏そぼろご飯、

ローストビーフ、炊合せなどぜ

いたく感が味わえる２段重ね弁

当です。どちらも1,080円（税込

み）です。

　「カレー大学」は１回生５人が

何度も検討を重ね開発したレト

ルトカレーです。学生たちはさ

らに「カレー大学」を使用した

パイ、ドリア、トースト、チャー

ハン、鍋、チーズフォンデュ、

お雑煮、そばなどのレシピ開発

にも取り組みました。学生から

は「好きなカレーをアレンジす

るのはワクワクし、商品開発の

夢が膨らみました」との声が聞

かれました。なお、この記事の

詳細はファミリア25号8ページ

にも掲載しております。

ご注文・お問い合わせは㈱徳へ。

カレーレシピは㈱徳のホーム

ページをご覧ください。

ふわふわ玉子の
ご馳走そぼろ重」

彩
食
健
味

椿
」

発
達
栄
養

学
科

相愛大学人間発達学部同窓会報（第８号）2014年4月14日




